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1. 緒言 我々は低侵襲で高効率なプラズマ遺伝子導入法を確立し [1]、その機序解明に取り組んでいる

[2,3]。本研究では、プラズマによる分子導入の機序の導入分子量依存性を調べるために、活性酸素

種 (ROS)の寄与の導入分子量依存性を調べた。具体的には、アセチルシステイン（N-acetylcysteine：

NAC）を用いてROSの形成を阻害し、中分子であるYOYO-1と大分子であるプラスミドについて

NAC濃度による導入率の変化を測定した。

2. 実験方法 標的細胞には L-929 (マウス結合組織由来線維芽細胞)を用いた。細胞を培養した

96WellプレートにGFP発現プラスミドDNA（pAcGFP1-N1:3630 kDa)または蛍光色素 (YOYO-1:

1.27 kDa)溶液を滴下し、プラズマを照射した。pAcGFP1-N1の濃度は 1 µg/µl、YOYO-1の濃度は

20 µM/µlとし、6 µlの溶液に NACを加えたもの滴下した。Fig.1にプラズマ照射装置の概略図を

示す。15 kVpp、周波数 20kHzの正弦波電圧を外径 70 µmの銅電極に印加し、プラズマを生成し

た。照射時間は 5 msとした。プラズマ照射後 48時間培養し、イメージングサイトメータ (Cytell:

GE Healthcare)により遺伝子導入効率を評価した。

3. 結果と考察 Fig.2に NAC濃度と遺伝子導入効率の評価結果を示す。pAcGFP1-N1については

NAC濃度が 1 mM以上で導入効率が減少し、YOYO-1についてはNAC濃度に関係なく一定となっ

た。本結果より、pAcGFP1-N1の導入にはプラズマが生成する ROSが寄与するが、YOYO-1は寄

与しておらず、導入分子サイズにより導入機序が異なることを示している。

4. 結論 プラズマ照射による遺伝子/分子導入において、導入分子の分子量によりその導入機序が

異なることが明らかになった
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Fig. 1: Schematic of microplasma gene transfection

system.
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Fig. 2: NAC concentration dependence of normal-

ized gene transfection efficiency(Normalized at 0%).
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